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所
澤
　
潤
　
　
　
東
京
都
文
京
区
立
誠
之
小
学
校
の
明
治
九
年
（
一
八
七
六
年
）
二
月
付
け
設
立
伺
い

　
　
解
　
説

本
稿
は
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
年
）
二
月
付
け
の
現
・
東
京
都
文
京
区
立
誠
之
（
せ

い
し
）
小
学
校
の
「
公
立
小
学
設
立
伺
」
を
、
東
京
都
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
原

資
料
に
基
づ
い
て
翻
刻
し
、
併
せ
て
原
資
料
の
写
真
版
を
付
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
同
館

所
蔵
の
関
連
資
料
も
翻
刻
す
る
。

誠
之
小
学
校
は
、
現
、
東
京
都
文
京
区
西
片
に
あ
る
公
立
小
学
校
で
あ
る
。
同
校
は
、

明
治
八
年
十
月
三
十
日（
土
）に
当
時
の
駒
込
西
片
町
の
元
福
山
藩
主
阿
部
家
の
私
有
地
に
、

五
十
年
間
無
地
代
貸
与
と
い
う
条
件
で
設
立
さ
れ
た
小
学
校
で
あ
る
。
当
時
の
学
校
名
称

は
第
一
大
学
区
第
四
中
学
区
第
十
三
番
公
立
小
学
誠
之
学
校
で
あ
っ
た
。

本
資
料
を
写
真
版
と
も
に
翻
刻
掲
載
す
る
理
由
は
、
筆
者
も
執
筆
者
の
一
人
と
な
っ
た

一
九
八
八
年
刊
行
の
学
校
沿
革
史『
誠
之
が
語
る
近
現
代
教
育
史
⑴
』（
以
下『
誠
之
が
語
る
』

と
す
る
）
に
、本
資
料
を
原
典
か
ら
引
用
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
当
時
、同
資
料
は
、

東
京
都
立
教
育
研
究
所
編
『
東
京
教
育
史
資
料
大
系
』
第
三
巻
⑵
（
以
下
、『
資
料
大
系
』

と
す
る
）
に
収
録
さ
れ
て
い
た
が
、
同
書
は
出
典
簿
冊
を
明
記
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
、

東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
資
料
中
に
あ
る
は
ず
の
原
資
料
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

所
在
が
不
明
で
あ
っ
た
理
由
は
、
本
資
料
が
、
簿
冊
に
誤
綴
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

東
京
都
立
教
育
研
究
所
は
『
資
料
大
系
』
で
悉
皆
的
に
資
料
を
収
集
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

本
資
料
を
見
つ
け
出
し
た
わ
け
で
、
そ
の
こ
と
は
大
変
な
成
果
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、

出
典
簿
冊
が
明
記
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、
残
念
な
こ
と
に
、
誠
之
小
学
校
の
学
校
沿
革

史
ば
か
り
で
な
く
『
港
区
教
育
史
』
上
巻
⑶
な
ど
で
も
そ
の
原
資
料
を
活
か
す
こ
と
が
で
き

な
い
事
態
が
発
生
し
た
。

そ
う
し
た
事
情
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
『
ア
ー
カ
イ
ブ
事
典
⑷
』
に
一
通
り
説
明
し
た
が
、

こ
こ
で
も
解
決
の
概
略
を
述
べ
て
お
こ
う
。
本
資
料
は
、
都
立
教
育
研
究
所
が
悉
皆
的
再

調
査
を
踏
ま
え
て
一
九
九
一
年
に
『
東
京
都
教
育
史
資
料
総
覧
第
一
巻
』
を
発
行
し
、
そ
の

中
の
「
付
編
『
東
京
教
育
史
資
料
大
系
』
総
目
次
・
索
引
」
に
出
典
簿
冊
を
す
べ
て
示
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
し
た
。
本
資
料
は
明
治
八
年
の
簿
冊
『
私
立
夜
学
設
立
願
』
に
編

綴
さ
れ
て
お
り
、
他
の
多
く
の
学
校
と
違
っ
て
公
立
小
学
校
の
設
立
伺
い
の
簿
冊
に
は
収

録
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
そ
の
後
、
東
京
都
公
文
書
館
に
か
な
り
精
度
の

高
い
検
索
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
た
の
で
、
現
在
で
は
そ
う
し
た
資
料
目
録
を
参
照
し
な

く
て
も
容
易
に
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
稿
で
は
、誠
之
小
学
校
の
設
立
伺
い
の
全
文
を
写
真
で
紹
介
し
、校
訂
翻
刻
を
行
う
が
、

そ
の
こ
と
は
欠
落
し
た
資
料
を
補
う
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
の
小
学
校
教
育

史
の
研
究
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、

同
校
は
、
都
内
の
公
立
小
学
校
で
最
も
沿
革
の
は
っ
き
り
し
て
い
る
小
学
校
で
、
少
し
で

も
そ
の
創
設
の
経
緯
と
手
続
き
が
明
瞭
化
す
る
こ
と
は
、
明
治
初
年
の
他
の
多
く
の
小
学

校
の
創
設
に
つ
い
て
の
史
的
展
望
を
持
た
せ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で

あ
る
。

資
料
は
三
種
類
掲
げ
る
。
資
料
一
は
誠
之
小
学
校
の
設
立
伺
い
の
原
文
写
真
と
翻
刻
で

東
京
都
文
京
区
立
誠
之
小
学
校
の
明
治
九
年（
一
八
七
六
年
）二
月
付
け
設
立
伺
い

―
『
誠
之
が
語
る
近
現
代
教
育
史
』（
一
九
八
八
年
）
補
遺
（
付
・
正
誤
）

所
　
澤
　
　
　
潤



一
〇
四

あ
る
。
本
文
中
の
「
学
科
」「
教
則
」「
校
則
」
の
部
分
に
つ
い
て
「
右
三
条
ハ
第
四
中
学

区
第
四
番
公
立
小
学
設
立
伺
ニ
記
載
ス
ル
如
シ
」
と
あ
る
た
め
、
資
料
二
で
は
、
第
四
番

公
立
小
学
板
橋
学
校
の
設
立
伺
い
の
当
該
部
分
を
掲
げ
る
。
そ
こ
に
は
「
右
三
条
第
四
中

学
〔
区
〕
第
一
番
小
学
ニ
同
シ
」（〔　
　

〕
内
は
引
用
者
に
よ
る
補
筆
）
と
あ
る
た
め
、
資

料
三
で
は
、
第
四
中
学
区
第
一
番
公
立
小
学
（
湯
島
学
校
）
の
も
の
を
掲
げ
る
。
資
料
三

の
校
則
は
校
舎
の
配
置
な
ど
も
書
い
て
あ
る
た
め
、
全
文
が
板
橋
学
校
、
誠
之
学
校
に
適

用
で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
点
以
外
は
概
ね
両
校
に
適
用
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

『
誠
之
が
語
る
』
で
は
、
原
資
料
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
た
め
、「
設
立
伺
」
の
内
容
に
つ

い
て
全
く
分
析
を
行
わ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
若
干
の
分
析
を
加
え
、
二
つ
の
こ

と
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

一
点
目
は
設
立
伺
い
の
日
付
で
あ
る
。
同
校
の
創
立
は
明
治
八
年
十
月
三
十
日
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
が
、
同
資
料
で
は
明
治
九
年
二
月
に
提
出
さ
れ
、
設
置
が
許
可
さ
れ
た
の
は

明
治
九
年
七
月
二
十
七
日
で
あ
る
。
こ
の
時
間
差
が
何
故
生
じ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
現
時

点
で
は
全
く
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
こ
の
た
め
、
同
校
で
初
代
校
長
と
し
て
扱
わ
れ

て
い
る
藤
田
利
勝
に
つ
い
て
は
設
立
伺
い
中
に
記
載
が
な
く
、
第
二
代
校
長
の
市
川
雅
飭
が

校
長
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
初
代
校
長
と
伝
え
ら
れ
る
藤
田
利
勝
に
つ
い
て
は
『
誠

之
が
語
る
』執
筆
の
際
に
筆
者
が
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
の
簿
冊
中
に
資
料
を
発
見
し（
当

時
は
ま
だ
検
索
シ
ス
テ
ム
が
な
か
っ
た
）、
明
治
八
年
十
二
月
三
日
付
け
で
「
依
願
免
職
務
」

と
し
て
退
職
し
た
事
実
が
確
認
さ
れ
て
い
る
⑸
。
設
立
伺
い
中
で
は
、
市
川
が
十
二
月
四
日

付
け
で
準
下
等
訓
導
を
拝
命
し
、
誠
之
小
学
校
へ
転
勤
と
な
っ
て
い
る
が
、
日
付
は
藤
田

の
退
職
し
た
翌
日
で
あ
る
。

な
お
、
東
京
府
内
で
は
、
校
長
に
つ
い
て
、
明
治
八
年
の
公
的
な
文
書
に
「
学
校
長
タ

ル
者
」
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
当
時
の
人
々
の
一
般
的
な
感
覚
と

し
て
は
存
在
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
当
時
制
度
的
な
も
の
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
校
長
と
い

う
職
の
導
入
は
か
な
り
遅
れ
、
明
治
十
五
年
四
月
十
三
日
に
「
小
学
校
校
長
教
員
任
用
規

則
」（
甲
四
〇
号
）
を
定
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
⑹
。

も
う
一
点
は
、
学
校
創
設
の
年
月
日
の
問
題
で
あ
る
。
設
立
伺
い
に
書
か
れ
て
い
る
準
下

等
訓
導
市
川
が
、
十
二
月
四
日
着
任
で
あ
る
理
由
は
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
だ
が
、
問

題
は
、
西
田
文
明
と
逸
見
久
五
郎
の
授
業
生
拝
命
が
十
月
二
十
五
日
だ
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
同
校
の
開
校
記
念
日
十
月
三
十
日
よ
り
五
日
さ
か
の
ぼ
る
着
任
と
さ
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
今
日
で
は
、
公
立
小
学
校
の
設
置
は
、
市
区
町
村
の
設
置
条
例
に
よ
っ
て
定
め

ら
れ
、
そ
れ
を
前
提
に
教
員
が
着
任
す
る
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
が
、
当
時
は
小

学
校
の
設
置
母
体
と
な
る
地
方
自
治
体
や
法
人
格
を
も
っ
た
行
政
区
画
が
存
在
し
て
い
な

い
た
め
、
設
置
条
例
と
い
う
よ
う
な
法
的
な
仕
組
み
は
勿
論
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
従
っ

て
、
今
日
小
学
校
史
研
究
で
明
治
初
年
の
学
校
の
創
設
を
扱
う
際
は
、
実
は
創
設
日
を
ど

こ
に
取
る
か
は
多
く
の
場
合
不
明
瞭
で
あ
る
。
校
地
の
確
定
日
、
校
地
の
取
得
日
、
教
員

の
着
任
日
、子
供
た
ち
の
最
初
の
登
校
日
、開
校
式
実
施
日
、設
立
伺
い
の
許
可
日
な
ど
様
々

な
可
能
性
が
あ
り
、学
校
史
に
よ
っ
て
は
そ
の
よ
う
な
日
を
か
き
分
け
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

十
月
二
十
五
日
の
教
員
拝
命
と
い
う
日
が
、行
政
的
に
ど
の
よ
う
な
意
味
で
あ
っ
た
の
か
は
、

今
後
研
究
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
お
、
こ
の
「
設
立
伺
」
を
出
す
べ
き
法
的
根
拠
は
、
明
治
六
年
一
月
に
文
部
卿
大
木

喬
任
が
東
京
府
に
宛
て
て
発
し
た
達
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
「
先
般
小
学
広
普

ノ
為
扶
助
金
相
達
候
上
ハ
各
府
県
ニ
於
テ
公
学
設
立
可
致
筈
ニ
付
自
今
別
紙
文
例
ヲ
以
テ

可
伺
出
事　

但
此
伺
ハ
督
学
局
ヲ
経
テ
本
省
ヘ
可
差
出
当
分
督
学
無
之
地
方
ハ
直
ニ
本
省

ヘ
可
差
出
事
」
と
あ
り
、
別
紙
文
例
は
「
官
立
学
校
設
立
伺
文
例
」
で
あ
る
。
な
お
、
こ

の
文
例
は
、『
資
料
大
系
』
第
二
巻
の
小
学
校
設
立
事
例
の
部
分
⑺
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
の
末
尾
に『
誠
之
が
語
る
』に
つ
い
て
刊
行
後
に
判
明
し
て
い
る
本
文
等
の
正
誤
を
、

す
で
に
公
表
し
た
も
の
⑻
も
含
め
て
掲
げ
る
。

　
　
　
凡
　
例

一　

翻
刻
に
当
た
っ
て
、
引
用
文
中
の
漢
字
は
常
用
漢
字
体
の
あ
る
も
の
は
原
則
と
し
て
常
用
漢

字
体
に
、
ま
た
漢
字
の
内
俗
字
は
原
則
と
し
て
本
字
に
改
め
た
。

一　

原
文
註
の
通
常
と
異
な
る
用
字
や
誤
記
と
思
わ
れ
る
部
分
に
は
（
マ
マ
）
と
傍
注
し
た
。



一
〇
五

東京都文京区立誠之小学校の明治九年（一八七六年）二月付け設立伺い

所
澤
　
潤
　
　
　
東
京
都
文
京
区
立
誠
之
小
学
校
の
明
治
九
年
（
一
八
七
六
年
）
二
月
付
け
設
立
伺
い

資
料

【
資
料
一
】
公
立
小
学
設
立
伺
（
第
四
中
学
区
第
十
三
番
公
立
小
学
誠
之
学
校
の
設
立
伺
）

①
出
典
は
『
従
明
治
八
年
十
二
月　

私
立
夜
学
設
立
願　

学
務
課
』（
整
理
番
号
６
０
７

―
Ｂ
７
―
２
）

②
こ
の
設
立
伺
は
、
明
治
九
年
二
月
付
け
東
京
府
権
知
事
楠
本
正
隆
か
ら
文
部
大
輔
田
中

不
二
麿
宛
の
も
の
。
伺
い
に
対
し
て
明
治
九
年
七
月
廿
七
日
付
け
で
「
伺
之
通
」
と
指
令
。

写
真
①

従
明
治
八
年
十
二
月

私
立
夜
学
設
立
願　
　
　
　
　
　
　
　

学
務
課

写
真
②

公
立
小
学
設
立
伺

一　

資
料
一
及
び
三
の
本
文
中
に
は
、
一
行
中
に
二
行
を
書
き
込
ん
で
あ
る
部
分
が
あ
る
が
、
資

料
一
で
は
そ
の
配
列
を
翻
刻
中
に
再
現
せ
ず
、
原
則
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
一
行
を
当
て
、
資
料

三
で
は
再
現
し
た
。

一　

原
文
中
浄
書
の
際
に
欠
落
し
た
と
思
わ
れ
る
文
字
は
、〔　
　

〕
内
に
補
っ
た
。

一　

資
料
一
中
に
は
朱
書
き
の
部
分
が
あ
る
が
、
そ
の
部
分
は
太
字
と
し
た
。

一　

資
料
一
中
に
は
朱
の
角
印
が
あ
る
が
、
そ
の
部
分
を
印
と
し
、
そ
の
中
に
あ
る
文
字
に
つ
い

て
は
、
そ
の
近
傍
に
【　
　

】
を
設
け
、
そ
の
【　
　

】
内
に
記
し
た
。



一
〇
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所澤　潤

写
真
③

公
立
小
学
設
立
伺

一
学
校
位
置第

壱
大
学
区
第
四
中
学
区
第
六
拾

三
番
小
学
区
第
四
大
区
八
小
区
駒

込
西
片
町
九
番
地

一
学
校
名
称第

四
中
学
区
第
十
三
番
公
立
小

学
誠
之
学
校

一
学
科

一
教
則

一
校
則

右
三
条
ハ
第
四
中
学
区
第
四
番
公

写
真
④

立
小
学
設
立
伺
ニ
記
載
ス
ル
如
シ

一
教
員
履
歴

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
重
県
士
族

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
川
雅
飭

明
治
元
年
ヨ
リ
同
四
年
マ
テ
第
三
大
学
区

伊
勢
国
桑
名
学
校
ニ
於
テ
漢
学
修
業
同

五
年
ヨ
リ
同
六
年
四
月
マ
テ
東
京
ニ
於
テ

静
岡
県
士
族
猪
野
中
行
方
ニ
於
テ
漢
学

修
業
同
年
五
月
東
京
府
講
習
所
ニ
於
テ
誡
（
マ
マ
）

験
ヲ
受
登
第
同
年
七
月
三
十
日
第
四
中
学

区
三
番
公
立
小
学
礫
川
学
校
二
等
授
業

生
拝
命
同
八
年
二
月
十
九
日
一
等
授
業
生



一
〇
七

東京都文京区立誠之小学校の明治九年（一八七六年）二月付け設立伺い

所
澤
　
潤
　
　
　
東
京
都
文
京
区
立
誠
之
小
学
校
の
明
治
九
年
（
一
八
七
六
年
）
二
月
付
け
設
立
伺
い

写
真
⑤

拝
命
同
年
十
二
月
四
日
準
下
等
訓
導
拝

命
第
四
中
学
区
十
三
番
公
立
小
学
誠
之

学
校
江
転
勤

　
　
　
　
　
　
　
　

岐
阜
県
士
族

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
田
文
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
治
八
年
十
二
月
二
十
三 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年

元
治
元
年
二
月
元
今
尾
藩
学
校
ニ
テ
漢
学

修
業
明
治
四
年
三
月
滋
賀
県
士
族
横
川
源

蔵
方
ヘ
入
塾
漢
学
修
業
同
年
七
月
東
京
府

士
族
田
中
民
蔵
江
随
ヒ
漢
学
修
業
同
年
十

月
川
上
脩
齊
江
随
ヒ
算
学
修
業
明
治
七
年

一
月
山
梨
県
小
学
訓
導
拝
命
同
年
九
月

依
願
免
職
明
治
八
年
十
日
巡
査
拝
命
同

写
真
⑥

年
十
月
二
十
五
日
第
四
中
学
区
第
十
三
番

公
立
小
学
校
三
等
授
業
生
拝
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
松
県
士
族

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

逸
見
久
五
郎

明
治
三
年
一
月
浜
松
県
下
掛
川
小
学
校
ニ
テ

算
術
修
業
同
五
年
八
月
ヨ
リ
開
拓
使
九
等
出

仕
保
田
久
成
方
ニ
於
テ
算
術
修
業
等
同

八
年
二
月
ヨ
リ
陸
軍
大
尉
小
宮
昌
寿
方
ニ
於

テ
算
術
修
業
同
年
十
月
廿
五
日
第
四
中

学
区
第
十
三
番
公
立
小
学
誠
之
学
校

五
等
授
業
生
拝
命

一
教
員
給
料　
　

一
ケ
年　

金
三
百
十
二
円

　
　
　
　
　
　
　

一
ケ
月　

金 

二
十
六
円



一
〇
八

所澤　潤

写
真
⑦

一
生
徒
員
数

百
弐
名

一
生
徒
授
業
料

　
　

一
ケ
年　

金
三
百
円

　
　

一
ケ
月　

金
二
十
五
円

一
学
校
費
用書

籍
器
械
等
入
費	

一
ケ
年　

金
百
二
十
九
円
四
十
一
銭
六
厘

	

一
ケ
月　

金
十
円
七
十
八
銭

営
繕
入
費
幷
諸
雑
費	

一
ケ
年　

七
十
二
円  

	

一
ケ
月　

六
円

小
使
給
料	

一
ケ
年　

二
十
四
円

	

一
ケ
月　

二
円

右
費
用
総
計	

一
ケ
年　

金
八
百
三
十
七
円
四
十
一
銭
六
厘

	

一
ケ
月　

金
六
十
九
円
八
十
四
銭
餘

内　

�

教
員
給
料
一
名
金
二
百
四
拾
円
書
籍
金
拾
八
円
合
金
二
百
五 

　

拾
八
円
御
委
托
金
ヨ
リ
金
二
百
六
拾
八
円
積
金
利
子
ノ
内
ヨ
リ 

　

金
九
拾
円
補
之
余
ハ
民
費
ト
ス

右
之
通
設
立
仕
度
此
段
相
伺
候
也

明
治
九
年
二
月

写
真
⑧

　
　
　
　

東
京
府
権
知
事
楠
本
正
隆
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 ［
東
京
府　

文
部
大
輔　

田
中
不
二
麿
殿　
　
　
　

権
知
事　

伺
之
通　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

楠
正
隆
］

印
［
開
学
許
可

文
部
省
］

明
治
九
年
七
月
廿
七
日



一
〇
九

東京都文京区立誠之小学校の明治九年（一八七六年）二月付け設立伺い

所
澤
　
潤
　
　
　
東
京
都
文
京
区
立
誠
之
小
学
校
の
明
治
九
年
（
一
八
七
六
年
）
二
月
付
け
設
立
伺
い

【
資
料
三
】「
第
四
中
学
区
一
番
小
学
官
立
小
学
設
立
伺
」

（
後
の
湯
島
学
校
）
か
ら
「
校
則
」⑼
等
を
抜
萃

①
出
典
：『
明
治
自
六
年
至
七
年　

公
立
学
校
伺
済
設

立　

学
務
課
』（
整
理
番
号
６
０
６
－
Ａ
８
－
６
）

②
こ
の
設
立
伺
は
、
明
治
六
年
四
月
付
け　

東
京
府
知

事
大
久
保
一
翁
か
ら
少
督
学
柳
本
直
太
郎
宛
の
も
の
。

伺
い
に
対
し
て
明
治
六
年
五
月
三
日
付
け
で「
伺
之
通
」

と
指
令
。

一
学
校
位
置

東
京
府
管
下
第
一
大
学
区
第
四
中
学
区
湯
島
切
通

シ
上
麟
祥
院
境
内

一
学
校
名
称

第
一
番
小
学

一
学
科小

学

一
教
則文

部
省
頒
布
之
教
則
書
ニ
適
従
ス
ヘ
キ
事

但
事
実
ニ
依
リ
斟
酌
ス
ル
所
ア
ル
ヘ
シ

一
校
則

第
一
条

入
門
式

一�

入
門
願
出
候
ハ
ヽ
聞
届
証
書
幷
束
脩
受
取
小
学
小

札
相
渡
シ
校
中
規
則
申
聞
入
舎
可
為
致
事

証
書
如
左

美
濃
紙
一
枚
二
ツ
折　
　

肩
書
氏
名
当
何
歳

此
度
入
校
相
願
候
尤
御
規
則
之
儀

者
堅
相
守
受
業
料
等
無
相
違
可

相
納
候
也

年
号
月
日

右
相
違
無
之
候
也

　
　
　

証
人　
　
肩
書
氏
名
印

第
四
中
学
区　
　
　

宿
所

一
番
小
学
御
中

第
二
条

生
徒
心
得

一�

生
徒
入
学
ノ
上
ハ
校
中
規
則
ニ
従
ヒ
礼
儀
ヲ
重
シ

教
官
ノ
指
揮
ニ
背
ク
可
カ
ラ
サ
ル
事

一�

怠
惰
過
失
等
有
之
者
ハ
直
ニ
退
学
セ
シ
ム
ヘ
キ
事

一�

当
人
証
人
共
宿
所
氏
名
肩
書
等
相
替
候
節
者
当
校

ヘ
可
申
出
事

一�

受
業
料
納
ノ
儀
ハ
毎
月
二
日
三
日
両
日
ニ
限
リ
候

事
一�

書
籍
等
ハ
銘
々
持
参
可
致
事

一�

生
徒
ハ
男
女
共
六
歳
ヨ
リ
男
子
ハ
当
分
十
六
歳
迄

女
子
ハ
十
三
歳
迄
之
事

但
シ
几
（
マ
マ
）テ

通
稽
古
之
事

一�

病
気
事
故
有
之
不
参
之
節
ハ
父
兄
ヨ
リ
断
書
差
出

候
事

第
三
条

一�

八
時
出
校
四
時
放
散
之
事

一�

稽
古
時
間
毎
日
五
時
間
之
事

一�

大
暑
中
午
前
六
時
ヨ
リ
十
一
時
迄

年
中
休
業

一�

紀
元
節

一�

天
長
節

一�

六
月
二
十
八
日
ヨ
リ
三
十
日
迄

【
資
料
二
】
官
立
小
学
設
立
伺
（
第
四
中
学
区
第
四
番
公

立
小
学
板
橋
学
校
の
設
立
伺
）

①
出
典
は
『
明
治
自
六
年
至
七
年　

公
立
学
校
伺
済
設

立　

学
務
課
』（
整
理
番
号
６
０
６
－
Ａ
８
－
６
）

②
こ
の
設
立
伺
は
、
明
治
七
年
七
月
廿
七
日
付
け　

東

京
府
知
事
大
久
保
一
翁
か
ら
文
部
少
輔
田
中
大
輔
宛
。

伺
い
に
対
し
て
、
明
治
七
年
九
月
廿
九
日
付
け
で
設
立

許
可
の
指
令
。

一�

学
科

一�

教
則

一�

校
則　

�

　
　

右
三
条
第
四
中
学
〔
区
〕
第
一
番
小
学
ニ
同
シ



一
一
〇

所澤　潤

『
誠
之
が
語
る
近
現
代
教
育
史
』
正
誤

一
七
三
頁
表
５
－
19　

欄
外
説
明

誤　

明
治
43
年
４
月
改
訂

正　

明
治
43
年
４
月
改
定

二
〇
五
頁
下
段
八
行
目

誤　
［
・
の
部
分
の
み
朱
］

正　
〔
・
の
部
分
の
み
朱
〕

二
〇
七
頁
下
段
一
二
行

誤　

成
瀬
、

正　

成
瀬
は

一�

十
二
月
廿
五
日
ヨ
リ
一
月
七
日
迄

一�

毎
月
休
暇
一
六
之
事

但
大
ノ
月
三
十
一
日
ハ
休
暇
無
之
事

第
四
条

禁
制

一�

課
業
中
席
ヲ
離
ル
ヽ
事

一�

雑
談
疾
走
等
之
事

一�

教
場
ニ
テ
飲
食
及
𤇆
草
相
用
候
事

第
五
条

一�

校
中
ヲ
三
舎
ニ
区
別
ス
現
今
生
徒
六
級
ア
リ
依
テ

四
級
五
級
ヲ
一
舎
ト
シ
五
級
六
級
ヲ
二
舎
ト
シ
七

級
八
級
ヲ
三
舎
ト
ス

第
六
条

一�

生
徒
出
校
ノ
上
ハ
兼
テ
渡
シ
置
所
ノ
名
札
ヲ
記
名

ノ
者
ニ
差
出
シ
記
名
名（
マ
マノ
者
此
ヲ
受
取
出
席
簿
ニ

印
シ
放
散
之
節
又
之
ヲ
本
人
江 

渡
ス
ヘ
キ
事

但
記
名
ハ
一
舎
ノ
生
徒
順
番
ニ
之
ヲ
掌
ル
事

第
七
条

一�

毎
日
課
業
五
時
間
之
事

但
シ
午
前
九
時
ヨ
リ
午
後
三
時
迄

此
内
十
一
時
ヨ
リ
十
二
時
迄
之
一
時
ハ
喫
飯
及
休

息
之
時
間
ト
ス

第
八
条

一�

喫
飯
ハ
会
食
所
ニ
於
テ
ス
ヘ
キ
事

但
手
狭
ナ
ル
校
ニ
於
テ
ハ
各
席
ニ
テ
相
用（
マ
マ
）可

可 

申
事

一�

休
息
之
時
間
ニ
ハ
生
徒
一
統
教
場
ヲ
出
運
動
ノ
為

園
中
ヲ
遊
歩
ス
ル
事

但
教
官
一
人
宛
附
添
可
申
事

一
時
辰
毎
ニ
板
木
ヲ
撃
チ
之
ヲ
報
ス
ヘ
キ
事

第
九
条

一�

教
場
ニ
生
徒
ノ
名
札
ヲ
掲
ケ
其
坐
次
ヲ
示
ス
事

但
試
業
ノ
上
其
優
劣
ヲ
以
テ
等
級
ヲ
定
メ
其
順

序
ヲ
変
換
ス

第
十
条

女
児
舎

男
児
舎
ト
席
ヲ
隔
テ
区
別
ヲ
成
シ
授
業
餘
暇
休
息

中
園
中
遊
歩
之
時
タ
リ

男
児
ト
混
同
ハ
勿
論
語

ヲ
交
ユ
ル
等
厳
ニ
禁
候
事

第
十
一
条

訓
導
心
得

一�

校
中
生
徒
ノ
進
退
ハ
不
及
伺
勝
手
タ
ル
ヘ
キ
事

一�

校
則
改
革
等
ハ
小
事
件
ト
雖
モ
掛
リ
エ
相
議
ス
ヘ

キ
事

一�

毎
月
授
業
生
以
下
ノ
出
席
相
調
翌
月
十
日
迄
掛
リ

エ
差
出
ヘ
キ
事

一�

月
謝
金
取
集
本
月
廿
五
日
出
納
取
扱
エ
相
渡
シ
本

月
費
用
請
取
諸
払
可
致
事

但
月
謝
集
金
高
幷
月
費
精
算
帳
掛
エ
差
出
ヘ
キ

事

一�

毎
月
二
十
日
於
本
府
会
議
之
事

一
教
員
履
歴
［
以
下
略
］



一
一
一

東京都文京区立誠之小学校の明治九年（一八七六年）二月付け設立伺い

所
澤
　
潤
　
　
　
東
京
都
文
京
区
立
誠
之
小
学
校
の
明
治
九
年
（
一
八
七
六
年
）
二
月
付
け
設
立
伺
い

二
一
三
頁
下
段
六
行

誤　

明
治
二
十
二
年
十
二
月
十
一
日

正　

明
治
二
十
三
年
十
二
月
五
日

二
一
四
頁
上
段
五
行

誤　

看
做
ス

正　

看
倣
ス

二
一
四
頁
上
段
一
二
行

誤　

明
治
二
十
年
代
以
降
も
の
で

正　

明
治
十
九
年
以
降
の
も
の
で

二
五
八
頁
下
段
八
行

誤　

及
第
ノ
者
計
リ

正　

及
第
ノ
者
計（
マ
マ
）リ

二
七
三
頁
上
段
一
行

誤　

検

正　

撿

二
九
一
頁
上
段
一
二
行

誤　

与
フ
ル
ヲ
得

正　

与
フ
ル
コ
ト
ヲ
得

二
九
二
頁
上
段
一
一
行

誤　

広
太
郎

正　

庫
太
郎

二
九
二
頁
下
段
二
三
行

誤　

前
節
六
ら

正　

前
節
六
の

三
四
五
頁
上
段
二
二
行

誤　

十
時
卅
分

正　

ハ
十
時
卅
分

四
一
七
頁
下
段
三
行

誤　

ハ
ガ
シ
取
リ

正　

は
が
し
取
リ

四
一
七
頁
下
段
九
行

誤　

頗
ル
雑
踏

正　

頗
ル
雑
沓

四
一
八
頁
下
段
一
四
行

誤　

二
十
二
日

正　

廿
二
日

四
四
六
頁
下
段
九
行

誤　

右
之
通
相
違
無
之
候
也

正　
（
こ
の
行
を
二
字
下
げ
）

五
八
二
頁
表
３
－
１

誤　

明
治
35
年
度　
　

１
余

正　

明
治
35
年
度　
　

10
余

八
六
四
頁
下
段
一
二
行
か
ら
一
三
行
に
か
け
て

誤　

�「
父
母
負
担
に
よ
る
学
校
教
育
費
調
査
」
と
「
父

母
負
担
に
よ
る
学
校
教
育
費
調
査
」
と

正　

�「
地
方
教
育
費
調
査
」
と
「
父
母
負
担
に
よ
る
学

校
教
育
費
調
査
」
と

九
〇
五
頁
下
段　

九
行

誤　

百
十
年
記
念
事
業
委
員
会

正　

百
十
年
記
念
誌
編
集
委
員
会

九
〇
七
頁
下
段　

七
行

誤　

渡
辺

正　

渡
部

九
一
一
頁
上
段　

二
行

誤　
「
東
京
府
資
料
」『
府
県
資
料
』

正　
「
東
京
府
史
料
」『
府
県
史
料
』



一
一
二

所澤　潤

註⑴
　
寺
﨑
昌
男
監
修
『
誠
之
が
語
る
近
現
代
教
育
史
』
誠
之
学
友
会
、
一
九
八
八
年

⑵
　
東
京
都
立
教
育
研
究
所
編
『
東
京
教
育
史
資
料
大
系
』
第
三
巻
、
東
京
都
立
教
育
研
究
所
、

一
九
七
二
年

⑶
　
港
区
教
育
委
員
会
編
『
港
区
教
育
史
』
上
巻
、
港
区
教
育
委
員
会
、
一
九
八
七
年
、
一
二
六
、

一
二
七
頁
。
一
部
の
設
立
伺
な
ど
が
影
印
版
で
引
用
で
き
て
い
な
い
。

⑷
　
所
澤
潤
「
利
用
者
を
育
て
る
文
書
館
」
小
川
千
代
子
・
高
橋
実
・
大
西
愛
編
著
『
ア
ー
カ
イ

ブ
事
典
』
大
阪
大
学
出
版
会
、
一
三
九
―
一
四
五
頁
、
二
〇
〇
三
年

⑸
　
寺
﨑
昌
男
監
修
、
前
掲
⑴
、
八
七
頁

⑹
　
寺
﨑
昌
男
監
修
、
前
掲
⑴
、
二
〇
六
、
二
〇
七
頁

⑺
　
東
京
都
立
教
育
研
究
所
編
、
前
掲
⑴
、
第
二
巻
、
一
九
七
一
年
、
一
四
八
―
一
四
九
頁

⑻
　
所
澤
潤
「
東
京
府
誠
之
小
学
校
・
明
治
二
十
三
（
一
八
九
〇
）
年
の
『
教
室
移
文
』
―
明
治

期
に
お
け
る
学
校
運
営
の
一
形
態
―
」『
群
馬
大
学
教
育
実
践
研
究
』
第
九
号
、
群
馬
大
学
教
育

学
部
附
属
教
育
実
践
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー
、
二
三
三
―
二
五
七
頁
、
一
九
九
二
年

⑼
　
第
一
小
学
（
湯
島
学
校
）
の
設
立
伺
い
は
、
前
掲
⑵
、
九
四
四
―
九
五
五
頁
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
が
、「
校
則
」
の
部
分
は
「
一
　
校
　
　
則
　
畧
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
略
の
異
体
字
ま
で

使
っ
て
い
る
た
め
に
、
原
文
書
で
省
略
が
行
わ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
、『
誠
之
が

語
る
』
で
も
引
用
で
き
な
か
っ
た
が
、
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
資
料
に
よ
り
実
際
に
は
内
容
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
た
め
、
本
稿
で
翻
刻
し
た
。

�

（
し
ょ
ざ
わ
　
じ
ゅ
ん
）
東
京
未
来
大
学


